
昭和 51 年 5 月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「就職はしたけれど」 

仕官した武士青侍（金乃成樹） 浪人甲（槇宏樹） 同乙（中尾徳） ”娘娘（にゃ

んにゃん）”の主人富吉（守田秀郎） 同店員住子（岡田歌津子） 同客金井（藤

咲三太郎） 同佐田（沢田光生） 同大川（山本雅一） 同和子（小緑美重子） 

同中井（原田介次） 同京子（讃岐江津美） 吉田恒造（八木五文楽） 恒造の

知人堤（長谷川稔） 注文に来た娘里子（滝由女路） 恒造の息子吉田恒夫（中

川雅夫） 恒夫の妻より子（紫三津枝） 会社員片岡（岩田正） 恒造の妻治子

（石河薫） アベックの男 A(立住光正） 同女 B(都五十鈴） 通行の人（平井一

子・明石英子・宮路拓也・安蘇昌之） 

 

「玉船橋」 

工員安井（喜多康樹） 同浅田（沢田光生） パン屋の人山田（山本雅一） 工

員田村（小島慶四郎） 河合福太郎（花和幸助） 工員A(安蘇昌之） 同B(原田

介次） 河合の妻ミサ（酒井光子） 三沢幸一（藤山寛美） その妻パール麻里

（曽我廼家鶴蝶） ストリッパー雲かすみ（四条栄美） 同花乃里代（大路美也子） 

同五月京子（紫三津枝） ミサの友しづ（石河薫） その孫花江（小緑美重子） 

劇場の人市村（藤咲三太郎） 篠原悦夫（金乃成樹） 友田竜介（伴心平） そ

の妻礼子（勝浦千浪） 同娘律子（月城小夜子） 佐々木の妻邦江（滝見すが子） 

近所の娘康子（岡田歌津子） 同とも子（八重加保里） パトカーの警官A(中尾

徳） 竹田勝次（小島秀哉） 運転手木元（槇宏樹） パトカーの警官B(立住光

正） 河合の娘悠子（大津十詩子） 悠子の友人良子（御陵多栄子） 神官宮本

（岩田正） 巫女政代（都五十鈴） 同岩子（讃岐江津美） 仲人佐々木（東光男） 

新郎の人静子（佐久良国子） 劇場主内田（三井康弘） 近所の人（林千恵・平

井一子・明石英子・滝由女路・宮路拓也）  

 

「大喜利長屋」 

米屋近江屋儀助（東光男） 酒屋伊丹屋平作（長谷川稔） 梅鉢の仲居お松

（月城小夜子） 同お梅（紫三津枝） 伏見屋源兵ヱ（花和幸助） 同息子清太

郎（小島慶四郎） 鍵屋番頭善六（八木五文楽） 大工亀吉（小島秀哉） 左官

喜六（守田秀郎） 鐘鬼の金太郎（藤山寛美） 鍵屋八郎兵ヱ（伴心平） 梅鉢

屋女将お初（勝浦千浪） 鍵屋手代忠吉（喜多康樹） 同佐助（中川雅夫） 同

店の者重蔵（藤咲三太郎） 同娘お糸（四条栄美） 同乳母お粂（滝見すが子） 



同店の者定七（宮路拓也） 亀吉の女房お虎（大路美也子） 喜六の女房お熊

（御陵多栄子） うどん屋甚平（岩田正） 道斉の女房お末（佐久良国子） 講釈

師道斉（三井康弘） 長屋の女（八重加保里・林千恵・明石英子・滝由女路・小

緑美重子） 長屋の男（山本雅一・中尾徳・安蘇昌之） 参詣の人（平井一子・

都五十鈴・讃岐江津美・立住光正・原田介次） 

 

 

夜の部 

「女房スト決行中」 

旅行客石田（沢田光生） その妻花子（明石英子） 新婚の夫好夫（山本雅一） 

同妻信子（小緑美重子） 代議士黒田幸次郎（花和幸助） 秘書笹山（中川雅

夫） 代議士村野（三井康弘） その妻郁代（滝見すが子） 清掃員長田（中尾

徳） 秘書久保（金乃成樹） その妻明子（大路美也子） 秘書中村（喜多康樹） 

その妻正子（佐久良国子） 黒田の妻滝子（石河薫） 笹山の妻智恵子（月城小

夜子） 黒田の愛人みどり（八重加保里） 同真知子（紫三津枝） 真知子の恋

人吉野（槇宏樹） 玉子の愛人村上（小島慶四郎） 駅員（原田介次） 黒田の

愛人玉子（曽我廼家鶴蝶） 村上の愛人浪子（御陵多栄子） 旅行客（林千恵・

讃岐江津美・都五十鈴・滝由女路・平井一子・宮路拓也・立住光正・安蘇昌之） 

 

「酒の詩・男の歌」 

セレモニー（藤山寛美） 翁屋の大番頭佐兵ヱ（八木五文楽） 同番頭弥吉（岩

田正） 仲人樽源（伴心平） 金貸し相模屋源助（花和幸助） 翁屋の女中お清

（大津十詩子） 同娘お君（四条栄美） 杜氏富造（小島秀哉） 善吉の姉お光

（酒井光子） お君の母お定（勝浦千浪） 翁屋の女中おとき（岡田歌津子） 同

おまさ（林千恵） 杜氏市助（金乃成樹） 同仁吉（三井康弘） 同三太（沢田光

生） 同五助（藤咲三太郎） 同一（山本雅一） 同二（立住光正） 同三（宮路拓

也） 同四（原田介次） 同五（中尾徳） 大善の若旦那善吉（藤山寛美） 富造

の兄仙太（守田秀郎） 江州酒問屋の人甲吉（中川雅夫） 同弥助（喜多康樹） 

同乙松（槇宏樹） 土地の人太兵ヱ（長谷川稔） 茶店の亭主喜平（東光男） 

茶店の娘おしづ（滝由女路） 旅の良人（安蘇昌之） 同妻（都五十鈴） 近所の

娘（平井一子・讃岐江津美） 

 

「浪花仕立狸囃子」 

女芸人駒之助（大路美也子） 同弟子京弥（八重加保里） 同小浪（小緑美重

子） 同夕月（滝由女路） 番頭与平（岩田正） 手代太吉（藤咲三太郎） 同幸

吉（宮路拓也） 女中おとも（林千恵） 同おいく（都五十鈴） 下男権助（喜多康



樹） 婆やお里（石河薫） お家はんお柴（八木五文楽） 明石屋黒兵ヱ（伴心

平） その女房おさわ（勝浦千浪） 丁稚長松（藤山寛美） 竹の家女将おまさ

（滝見すが子） 芸者お栄（曽我廼家鶴蝶） 同菊丸（御陵多栄子） 同文奴（紫

三津枝） 太鼓持ぽん助（小島慶四郎） 淡州屋の息子正太郎（守田秀郎） そ

の妻おしん（四条栄美） 淡州屋の娘おたえ（月城小夜子） 百姓仁助（長谷川

稔） 同民造（沢田光生） 同乙松（山本雅一） 同平吉（立住光正） 同お甲（佐

久良国子） 同お町（岡田歌津子） 同お六（明石英子） 同お丙（讃岐江津美） 

近所の男源吉（東光男） 植木職人多之助（小島秀哉） 同仙吉（中川雅夫） 

巡礼お滝（大津十詩子） 同円蔵（金乃成樹） 盗賊一（槇宏樹） 同二（中尾徳） 

同三（安蘇昌之） 同四（原田介次） 阿波屋おつる（酒井光子）  


